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West， J. A. 1 • Zuccarello， G. C. 2・Hommersand，M. 3 • 

Karsten， u. 4・Gors，S.4 :新組み合わせ Bostrychiaradicosa 

(Rhodomelaceae， Rhodophyta)の観察

Jone A. West， Giusepp巴 C.Zuccar巴110，Max HOll1mersand， Ulf 

Karst巴nand Solvig Gors: Obs巴rbationson Boslrychia radicosa cOll1b 

nov. (Rhodomelacea巴，Rhodophyta) 

Rhodom巴laceaeの中で I周辺調11胞が棋に分裂して 2

もしくはそれ以上の列細胞になり ， ピッ トコネ クション

は下の細胞とIlidI細胞の問で残されている」 という形態的

特徴は，BostrycluaとRhodolachneの 2属のみが共有す

る。RhodolachneradicosaはBostrychiaが通常生育する

マングロ ープから報告されている。今回イン ド洋太平洋

から，Rhodolachne radicosaに類似する多くの個体を採集

した。マレーシアと ニュ ーカレドニアの株で，自家和合性

の両性配偶体を持つイ 卜グサ型有性生殖生活史がみられた。

ニューカレドニアの株は単性の配偶体もみられた。ニュー

サウスウエ ールズ(オース トラリア)の株では，匹l分胞子

による無性生殖が繰り返された。 タイの株では， !t:Wと混合

の四分!J包子体が繰り返す :匹l分胞子襲スティチディアに雄

の精子袈1洋が付き，雌の生殖器官はない。西部オース トラ

リアとマダガスカルの株は成熟しなか った。rbcLとリボ

ソーマル RNAラージサブユニ ッ ト辿伝子の配列に基づく

と，これらはすべて，Bostrychiaに属する。低分子量炭水

化物解析では， digeneasideが全ての株で高レベルに検出さ

れた。糖へキシ卜 ールの l種で Bostrychiαのオス モライト

であるソルビト ールが全ての株で検出された。ただし，マダ

ガスカルと ニューカレドニ アのj株は非常に少なかった。分

子， 低分子量炭水化物および形態学的証拠から，Rhodolachne 

1・adicosαはBostrych.iaに属すると考え られ，Bostrychia 

radicosa (ltono) West， ZlIccarello and Hommersandに新組

み合わせした。('Schoolof Botany， University of Melbollrne， 

2School of Biological Sciences， Victoria University of 

Wellington， 3D巴partmentof Biology， University of North 

Carolina， 41nstitllte of Biological Sciences-Appli巴dEcology， 

University of Rostock) 

Wilson， S. M.・Pickett-Heaps，J. D.・West，J. A. :単細胞紅

藻 G/aucosphaeravacuolataの小胞輸送と細胞骨格

Sarah M. Wilson， Jel巴ll1yD. Pickett-Heaps ancl Jon巴 A.W巴st:

Vesicle transport and the cytoskeleton in the unicellular I巴dalga 

Gla/lcosphaera vaclloLala 

単細胞紅藻 Glaucosphaeravacuolataでは，小胞が絶

えず核周辺領域から細胞外へ輸送される。この現象をタイ

ムラプスビデオ顕微鏡で記録 した。この制胞内運動の調節
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機梢はわからないが，細胞骨格が関与 して いる と考える。

Glaucosphαeraに微小管 とアクチンフィラメン 卜が配置し

ていることが蛍光抗体でわかった。微小管は放射状に核周辺

から制!J包外縁に広がり，アクチンフィラメントは運動性小

胞の周りに存在している。この配置ノ号タ ーンから， この微小

管とアクチンフィ ラメント両方と も，小胞輸送に関わって

いると考えられる。 しかし，こ の考えは確かで、はない，な

ぜならば厚い粘着性の壁成分があり ，細胞骨格阻害剤がは

いりこまないからだ。小胞輸送のビデオク リップは http://

www.cytographics.com/でみることができる。(Schoolof

Botany， University of Melbollrne) 

Dyck， L. J. . De Wreede， R. E. :大型海藻類 Mazzaella

splendens (Gigartinales， Rhodophyta)の個体群密度の季節

的および空間的パターン

Leonardl James Dyck and Rob巴rtE. De Wreed巴:Seasonal and spatial 

patterns of population density in the marine macroalgal Mazzael/a 

spLendens (Gigartinal巴s，Rhodophyta) 

大きな空間での個体数の推移というものは，多くの研究者

が様々な場所で何度も繰り返し行われている調査で扱われ

ている特別な種類の地域個体群に関する 研究によって，見

通しができるようになる。北ア メ リカ西海岸の Mazzaella

splendensは，そのような種類である。1960年代から現在ま

での本邸の地域個体数に関する総合的な研究により，多くの

天然個体桝にみられる共通するパタ ーンが発見されている。

個体群密度は，配偶体世代も胞子体|立代も夏に高くなり ，冬

に低くなる。季節変化の規模は，波にさ らされる場所ほ ど減

少する。波が避けられる場所では，夏は半数世代(配偶体)， 

冬は{荷数世代 (胞子体)が優占する。この季節による世代の

交代は，波にさらされる場所ほど倍数|立代(胞子体)が優占

する。個体群密度の変化は， 多年生の基部外皮の出現と消失

が主に関わっており ，別の世代の個体が入り込む と言うより

は，この基部から藻体が作られるか，消失するかにかかっ

ている。 このパタ ーンの一般性を調べるため， Bal・kl巴yの

Second B巴achにおいて波にさらされる場所と波が避けられ

る場所で密度の季節j変化を調査した。その結果，波が避けら

れる場所で季節変動が大きかった。このことは，共通ノ号ター

ンと同じであった。波が避けられる場所で夏に半数出代(配

偶体) が優占 し，波にさらされる場所で夏に倍数世代(胞子

体)が優占することも共通ノ号タ ーンと類似した。個体群密度

の変化が，別の世代の個体が入り込むより基部外皮の出現と

消失が主に関わっていることも，以前の研究でみられたこと

と同じであった。 しかし，Barkleyの SecondBeachの波が

避けられる場所では，季節による位代仮占度の交代が3年連
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続でみられなかった。この季節による世代優占度の交代は

生育地域の状況に依存し，天然個体群に共通してみられるも

のではないことが明らかになった。 (Departmentof Bo旬.ny，

University of British Columbia) 

Kim， M.l・Abbott，1. A. 2 :ハワイ産 Po'ysiphoniaの分類学

的ノート，Neosiphonia (Rhodomelaceae， Rhodophyta)へ
の移動

Myung-Sook Kim and Isabella A. Abbott: Taxonomic tones 

on Hawaiian Polysiphonia， with transfer to Neosiphonia 

(Rhodomelaceae， Rhodophyta) 

タイプ標本とその他採集品を詳細に観察し，ハワイ

産Polysiphoniaの 5種を Neosiphoniaとして認識した:

Neosiphonia apiculata (Hollenberg) Masuda et Kogame， 

Neosiphonia beaudettei (Hollenberg) M. S. Kim et Abbott 

新組み合わせ，Neosiphonia hawaiiensis (Hollenberg) M. 

S. Kim et Abbott新組み合わせ，Neosiphonia prlφmda 

(Hollenberg) M. S. Kim et Abbott新組み合わせ，および

Neosiphonia rubrorhiza (Hollenberg) M. S. Kim et Abbott 

新組み合わせ。これら 5種は，皮層があり，側枝始原細胞と

毛状糸が連続して形成され，仮根糸は交差する壁により周

辺細胞から離れ， 3細胞性造果枝を形成する (N.beaudettei 

とN.rubrorhizaにはみられない)，精子嚢枝は毛状糸の第

一枝に形成され，四分胞子嚢はらせん状に配列する。いくつ

かの種類ではいくつかの形質が利用できなかったが，それ

以外の形質の組み合わせは Neosiphoniaに独特のものであ

る。 (IResearchInstitute for Basic Sciences， Pusan National 

University， 2Department of Botany， University of Hawai'i) 

Lindstrom， S. C. 1・Hanic，L. A. 1・Golden，L 2 : British 

Columbiaの緑藻 Percursariadawsonii (=S'idingia dawsonii 

comv. nov.， Kornmanniaceae， Ulvales)の研究

S組合aC. Lindstrom， Louis A. Hanic and Larry Golden: Studies of 

the green alga Percursaria dawsonii (=Blidingia dawsonii comv. 

nov.， Kommanniaceae， Ulvales) in British Columbia 

実体があまり良くわかっていない海産巻き員に着生する

Percursaria dawsoniiを北アメリカ沿岸域から新たに採集し，

培養しシークェンスした。遊走子，単為発生する配偶子および

接合子は，胞子の細胞質が分裂細胞に移行する empty-spore

germinationを示し，伺旬枝様の発達により伺旬組織を形成

する。初めの単列フィラメントは，この伺旬系から発出し

密度の濃いカーペット状になる。これら直立枝は，まもな

く基部は 2列に，末端は多列になり，肩平状でよじれ寝体

長4/5は2層になり，希に大型の個体で中空になる。これら

の個体は末端で成熟し， 4本鞭毛の遊走子か2本鞭毛の同型

配偶子を放出する。配偶体は雌雄異株で，胞子体と同型世代

交代を繰り返す。配偶子は素早く動き，羽を持つ見虫のよう

に，しばしば不規則に端から端まで震動する。 18SrRAN遺

伝子と ITS配列との比較において，本種は Kommania科の

Blidingiaに含まれた。 (IDepartmentof Botany， University of 

British Columbia， 2Triple Island Lighthouse) 

水野真:中心珪藻の卵形成と精子形成においてみられる

減数分裂のパターンの進化

Makoto Mizuno: Evolution of meiotic pattems of oogenesis and 

spermatogenesis in centric diatoms 

現生の中心珪藻の卵形成と精子形成においてみられる減数

分裂にはいくつかのパターンが知られている。それらパター

ンの進化を最節約原理に基づき推定した。卵形成のパターン

の中では，減数分裂の第 l分裂では核分裂後に核の凝縮はな

く，等分の細胞質分裂が起きるが，第2分裂においては核の

凝縮が起き，細胞質分裂が起きず，結果として 2つの卵細胞

がつくられる type1と仮に名づけたパターンが最も原始的

であると推定された。精子形成のパターンの中では，第 1， 

第2分裂とも核分裂後に核の凝縮はなく，等分の細胞質分裂

が起き，結果として4つの精子細胞がつくられる 4-2ECと

仮に名づけたパターンが最も原始的であると推定された。今

回得られた推定は，中心珪藻の中では， 2つあるいはそれ以

上の極(pole)が存在する殻を持つものが原始的であることを

示唆する。(東京農業大学・生物産業・生物生産)

加藤祐介 1・小亀一弘 1・長里千香子 2・本村泰三 2:同形配

備を行う褐藻カヤモノリ (Scytosiphonlomentaria)にお付

るミトコンドリアと葉緑体ゲノムの遺伝

Inheritance of mitochondrial and chloroplast genomes in th巴

isogamous brown alga Scytosiphon lomentaria (Phaeophyceae) 

同形配偶をおこなう褐藻カヤモノリ Scytosiphon

lomentaria (Lyngbye) Linkにおいて，葉緑体とミトコンド

リアの遺伝様式を蛍光顕微鏡観察とハプロタイプゲノムマー

カーにより調べた。本種において接合子の発芽は一方向性で

あり，藻体は発芽管の細胞から発達し，元の接合子の細胞

は褐譲毛を形成する以外は発達しなかった。葉緑体の遺伝

は，両親性で，両親由来の葉緑体が接合子の最初の細胞分裂

で娘細胞に分配される仕方は偶然による:母方か父方のどち

らか一方の葉緑体が発芽管に移動し，残りの葉緑体は元の

接合子の細胞に残った。それに対し，胞子体細胞のミトコンド

リアゲノムは，雌配偶子からのみ由来した(母性遺伝)。これ

らの遺伝様式は，同形配偶を行う褐藻シオミドロ Ectocarpus

siliculosus (Dillwyn) Lyngbyeのものと似ている。ミトコンド

リアの母性遺伝は褐藻類において共通のようである。 (1北大・

院・理・生物科学， 2北大・北方生物圏フィールド科学センター)

West， J. A. 1・Klochkova，T. A. 2・Kim，G.2・Goer，S. L. 3 : 

Sostrychiaや他の紅藻に感染するマダガスカル産の卵菌類。"pidiopsissp. :宿主種の橿患性について

John A. West， Tatyana A. Klochkova， Gwang Hoon Kim and Susan 

Loiseaux・deGoer: Olpidiopsis sp.， an oomycete from Madagascar 

that infects Bostrychia and other red algae: Host s戸ciessusceptibility 



マダガスカルで採集した 卵菌類 Olpidiopsisspを宿主

Bosfrychia moritzianaと共に培養した。 2本の不等鞭毛を

持つ豆状の遊走子は，宿主の細胞壁に付着し， 2日で宿主制11

胞は崩壊し，それぞれの感染細胞で合胞体を発達させる。遊

走子は紺|胞を裂き， 小さな栓を持つ放出管が形成される。感

染から新たな遊走子の放出まで 3日間であ る。感染は多列

細胞， 単列記IH胞， f，反根および生殖細胞校のスティチディア

でも起こる。マイクロ波を施した死んだ細胞には感染 しな

かった。催盟、性は種や生育地によって違いが見られた。マダ

ガスカル産の BosfrychiamoritzianaとBostrychiaradicans 

は感染したが，マダガスカル産の Bosfrychiatenellaで

は l株は感染 し 2i株 は感染しなかった。Bosfrychia

radicosaではマ ダガスカル タイ オース トラリアおよび

ニューカレドニアの株は感染したが，マレーシアの株は感染

しなかった。メキシコとブラジルの BosfrychiaI・αdicansと，

Bostrychia flagellifera， Bosfrychia monfagnei， Bosfrychia 

simpliciuscula， Bosfrychia fenuissima， Stictosiphoniα 

infrucαta， StiCfosiphonia fangatensis， Lophosiphonia sp.， 

Neosiphonia sp.，および Polysiphoniaspp.は感染しなかっ

た。多くの非感染種では，細胞崩壊に続き，早急な傷修復が

起こり ，合胞体や)J包子の発達は見られない。マダガスカル

の Caloglossαleprieuriiはllqll周辺細胞で、は出111胞崩壊と傷修復

が起こったが，側校は死に傷修復が起こ らず紫色になった。
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Caloglossa ogasαwaraensisとCαloglossapostiaeは感染の

前兆さえみ られなかった。Dasysiphoniachejuensisは感染

しなかった。!若くことに，Porphyra pulchellaとPorphyra

suborbiculataは，葉状期ではなく ，コ ンコセ リス期に感

染 した。PorphyratenellaとPorphyralinearisはコンコセ

リス期に感染し，葉状則はまだ調査 していない。Porphyra

miniafaとPorphyradenfataはコンコセリス期には感染 しな

かった。Bangiaatropurpureaの配{肉体フィラメン 卜は感染

しなかった。仙の紅藻，褐部および緑藻は感染 しなかった。

タイムラ プス ビデオ顕微鏡で感染体の発達過程や胞子放出

を観察 した。(ISchoolof Botany， University of Melbourn巴，

2Department of Biology， Kongju National University， 311 

rue des Moguerou) 

英文誌 54巻 1号表紙

紅藻 BosfrychiαmortfZlanaと

Porphyra pulchellaの細胞内で発

達中の卵菌 Olpidiopsissp. (フク

ロカビモドキ属の l種)の胞子嚢

および遊走子の放出

Phycological 
Rc!1{;}ulillJ I 
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Garcia， M. : Fragilaria obtusa HustedtのStaurosira

Ehrenberg属(珪藻綱)への移行

Marines Gm・cia:The transf，巴rof Fragilaria obll1sa Husteclt to lhe 

genus SWlIrosira Ehl巴nb巴rg(Bacillariophyceae) 

ラランジャル湾(リオ ・グランデ・ド ・サル州パ トス

湖) から採集した砂地サ ンプルを使い，報告例の少ない

Fragilaria obfusa Hustedtの被殻の微細H梢造について詳細|

に観察を行った。 その結果より ，F obfusaはSfaurosira

Obfusα(Hustedt) Garciaとして SfaurosirαEhrenberg属へ所

属を移行させる ことを提唱する。この分類1げは， 内側にあるf:ili

板によってふさがれた楕円状の胞紋からなる条線，数列の小孔

によって形成される殻端小孔域，装飾のない帯片，幅広い接殻

帯片，唇状突起をもたない，と いった特徴を持っている。これ

は砂地性 S.obfusaのは じめての記載である。(Universidade

FederaI d巴Pelotas，Departamento cl巴Botanica)

阿部信一郎 1・木曾克祐 2・片野 修 1・山本 聡 3・南雲 保 4.

田中次郎 5 長野県千曲川における付着藻類群落の種類組成

に及ぼす藻食魚 Plecog/ossusaltivelisの餌選択性の影響

Shin-ichiro Ab巴，Katsuhiro Kiso， Osamu Katano， Satoshi Yamamoto， 

consumption by the grazing fish， Plecoglossus allivelis， on the 

b巴nthicalgal composition in the Chikuma River， Japan 

長野県千1111川において，付着誌類群落の種類組成に及ぼす

アユ (Plecoglossusaltivelis)の摂餌の影響を調査 した。アユ

に頻繁に摂餌されていた群落とアユの摂餌跡のない群落の種

類組成を比11反した結果，頻繁に摂餌されていた群落では，珪

藻およ び11自旬型糸状服部の現存量が減少し，直立型糸状態藻

が優占していた。次に，アユの倒選択性を調べるため，アユ

の消化管内容物とアユに摂飼されていた付着藻類群落の種類

組成を比較 し た 。 その結果， 倫j債]型糸状藍~~~については，消

化管内容物に 占める割合 と摂餌されていた群落に占める割合

の聞に有意な差は認められなかった。一方，遊説では，消化

管内容物に占める割合が，摂餌さ れていた群落に 占める割合

に比べ大きかったのに対し，直立型糸状14E諜では小さく なっ

ていた。この結果は，珪藻および伺旬型糸状臨藻に比べ，直

立型糸状監藻がアユに食べられ草rrいこ とを示している。アユ

の摂餌によ る直立型糸状臨藻の優占は，アユの餌選択性が関

係してい るもの と考えられる。(1中央水研， 2 ftfI海区水{日F，3 

長野水試， 4 1三|本歯科大 5東京海洋大 )

Tamotsu Nagumo ancl Jiro Tanaka: Impacts of clifferential 辻彰洋 1・Williams，D. M.2: Synedra rumpens = Fragilaria 
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rumpens (珪藻綱)のタイプ標本観察

Akihiro Tuji and David M. Williams: Examination of the type material 

of Synedra rumpens = Fragilaria rumpens， Bacillariophyceae 

Fragilaria rumpens (Kutz.) G.W.F.Carlsonは，世界中

の様々な湖沼から報告されている。しかしながら，本種は，

Fragilaria capucina Desm.や Fragilariavaucheriae (Kutz.) 

J.B.Petersenと類似しており，分類が混乱していた。この問

題を解決するため，本論文では Synedrarumpensのタイプ観

察を行うと共に，類似種との比較考察を行った。 (1国立科学

博物館・植物研究部， 2ロンドン自然史博物館・植物研究部)

Hernandez-Chavarria， F.1.2・Sittenfeld，A.1.3:コスタリカ，

リンコン・デ・ラ・ピエハ火山. 'Pailas Fias'の高度岩内性

微生物コンソーシアムに関する報告

Francisco Hernandez-Chavaπia and Ana Sittenfeld: Research note: 

Preliminary report on白eex仕emeendolithic microbial consortium of 

‘Pailぉ Fias'，‘Rinconde la vi吋a'Volcano， Costa Rica 

コスタリカ，グアナキャッスルにある‘リンコン・デ・

ラ・ビエハ火山国立公園'内にある火山の小川の岩石につい

て調べたところ，表面より 2-3mm深部に，緑色を呈する

層が存在することがわかった。走査型電子顕微鏡による解析

の結果，シアニディウムによる薄い層があり，続いて珪藻の

Pinnularia属と球形，線形状のバクテリアの層が確認され

た。我々の知る限りでは，これは珪藻が優占する岩内性微小

生物コンソーシアムについてのはじめての記載であり，また，

熱帯域にある火山の岩石から岩内生物が確認された最初の

報告でもある。 (IFacultyof Microbiology， 2Research Center 

of Microscopic Structures， 3Research Center of Cellular and 

Molecular Biology， University of Costa Rica) 

Carmona， J.1・Montejano，G.1・NecchiJr.， 0.2 :メキシコ

中心部にある小川に生育する Sirodotiahuillensis (紅藻，カ

ワモヅク目}の配偶体と‘シャントランシア期'の生態学お

よび形態学的特徴

Javier Carmona， Gustavo Montejano and Orlando Necchi Junior: 

Ecology and morphological characterization of gametophyte and 

‘Chantransia' stages of Sirodotia huillensis (Batrachospermales， 

Rhodophyta) from a s田創nin central Mexico 

メキシコの中心部を流れる石灰質土壌の小川に生育する

Sirodotia huillensisの形態とフェノロジーについて調査を

行った。水温は一定 (24-250C)で， pHは中性からアルカ

リ性の値 (6.7・7.9)，カルシウムと硫酸が主要な構成イオン

であった。配偶体世代の特徴は，明確な粘質層，フィコシア

ニンとフィコエリシンの割合における雌雄配偶体聞での顕著

な相違，大きな受精毛 (>60μm)をもっ造果器の存在があ

げられた。 3つの造果器が単一の支持細胞上に観察されるこ

ともしばしばあった。‘シャントランシア期'の形態は，他の

カワモヅク目での記載と類似していた。注目すべき点は，新

しい配偶体の発生に関係する伺旬性糸状体からなるドーム状

の構造を形成することである。染色体数は輪生枝細胞，表層

糸状細胞， ドーム状細胞でn= 4，造胞糸の細胞，‘シャント

ランシア期'の糸状体で 2n= 8を示した。配偶体と‘シャン

トランシア期'は流れが速く (60-170cmls)暗い (33.1-121

}tmol photons/m2/s)流域に生育することが多かった。個体

群は調査期間を通して変動し，‘シャントランシア期'は雨

季に最も多く見られるのに対して，配偶体は乾期に多く確認

された。これらの結果は，雨量の変動とそれにともなう流速

の変化を反映しているものと考えられる。この個体群が示す

特徴は，流速に対して適応した結果ではないかと理解するこ

とができる。例えば，藻体の周辺の粘質層は損傷を回避する

ためと考えられ，また，長く豊富な受精毛と配偶体を形成

するためのおびただしい量のドーム状構造の形成は，このよ

うな環境下でも受精を効率よく行うために発達したのでは

ないかと考えられる。 (IPhycologyLaboratory， A. P. 70・620，

Faculty of Science， National Autonomous Univ.， Mexico， 

2Sao Paulo State Univ.， Zoology and Botany Department) 

赤螺さと子 1・土金勇樹1・福本亮平 1・藤伊 正1・岡本弘

之2:ヒメミカヅキモ C'osteriumperacerosum-strigosum-

'ittora'e complexの性フェロモンであるプロトプラスト放出

誘導タンパク質 (PR・IP)の生理学的特徴

Satoko Akatsuka， Yuki Tsuchikane， Ryo・heiFukumoto， Tadashi F吋ii

and Hiroyuki Sekimoto: Physiological characterization of the sex 

pheromone protoplast-release明inducingprotein from the Closterium 

peracerosum-strigosum-littoral包∞mplex(Charophyta) 

単細胞接合藻ヒメミカヅキモ Closteriumperacerosum-

strigosum-littorale complexは，+型，一型と呼ばれる接合

型をもっており，両者を混合し有性生殖を誘起すると，粘液

分泌，有性分裂，相補的な細胞同士のぺア形成，プロトプラ

スト放出の一連の過程が起こり，接合子形成に至る。

本研究において，ヒメミカヅキモの+型細胞から放出さ

れる性フェロモンであるプロトプラスト放出誘導タンパク質

(PR-IP)が，一型細胞のプロトプラスト放出を誘導するだけ

でなく，一型細胞からの粘液分泌も促進することが明らかに

なった。さらに， PR-IPにより一型細胞の有性分裂が誘導され

ることも確認された。すなわち， PR-IPは，ヒメミカヅキモ

の有性生殖進行における 3つの過程である粘液分泌，有性分

裂，プロトプラスト放出を誘導もしくは促進することが示唆さ

れた。また，各過程の促進に必要な PR-IPの有効濃度は異なっ

ており，接合過程の後半であるプロトプラスト放出ほど高濃

度処理を必要とすることが明らかになった。これらの結果よ

り， PR-IPは接合に関わる複数のステップを独立に促進する

多機能な性フェロモンであり，有性生殖過程の進行に伴い，

適切にそれぞれの過程を進行させていることが強く示唆され

た。 (1東洋大・院・生命科学， 2日本女子大・理・物質生物)

Reimer， J. D.1・瀧下清貴 1・小野修助 Z・丸山 正1・塚原

潤三3: Zoanthus sansibaricus (花虫鯛:六放射珊瑚E鯛)



に共生する Symbiodinium属{渦鞭毛藻網)の緯度レベルお

よびコロニー内レベルで見られた ITS-rDNA配列の多様性

James D. Reimer， Kiyotaka Takishita， Shusuke Ono， Tadashi 

Maruyama and Junzo Tsukahara: Latitudinal and intracolony ITS-

rDNA sequence variation in the symbiotic dinoflagellate genus 

Symbiodinium (Dinophyceae) in Zoanthus sansibaricus (Anthozoa: 

Hexacorallia) 

本研究では，日本の緯度の異なる場所で採集されたマメ

スナギンチャク Zoanthussansibaricusに共生する渦鞭毛藻

類Symbiodiniumspp.由来の intemaltranscribed spacer of 

ribosomal DNA (ITS-rDNA)の塩基配列を決定した。系統

解析の結果，北側(桜島と国分)のZ.sansibaricusはClタ

イプの Symbiodiniumのみを有し，屋久島のものは Clタイ

プと C15タイプを有し，一番南側の奄美のものは Alタイプ

とClタイプを有していることが確認された。このことから

Z. sansibaricusとSymbiodiniumとの共生関係はフレキシブ

ルであることが示された。一つのZ.sansibaricusコロニーは

一つの subcladeタイプだけの Symbiodiniumを有してし 3る

ことが確認されたが，コロニー内のクローニングされた一つ

一つの ITS-rDNA配列を比べてみると小さな変異が多数見

いだされた。また，一つの ITS-rDNAクローンでは ITS-2

と28SrDNAの境界領域で，別のクローンでは 5.8SrDNA 

領域内で大きな欠失も認められた。これらのコロニー内での

塩基配列の多様性は.Symbiodiniumゲノム中に複数の ITS-

rDNAコピーが存在していることに由来しているか，あるい

は宿主内に極めて近縁な複数のタイプの Symbiodiniumが存

在していることに由来しているか，どちらかであると考えら

れる。('海洋研究開発機構， 2都城東高校， 3鹿児島大学・理)

上森千尋 1・長里千香子 1・加藤敦之 2・本村泰三 1: 

Ochromonas danica (不等毛植物門，黄金色藻鯛)のリゾ

プラストについての微細構造並びに免疫細胞学的研究

Chihiro Uemori， Chikako Nagasato， Atsushi Kato and Taizo 

Motomura: Ultrastructural and immunocytological studies on the 

rhizoplast in the chrysophycean alga Ochromonas danica 

黄金色藻オクロモナス (Ochromonasdanica)では核か

ら鞭毛基底小体に向けて繊維状構造物であるリゾプラストが

伸びている。細胞周期の間期では， リゾプラストは鞭毛基底

小体から核とゴルジ体の聞を通って後方に向けて伸びている

が，核分裂期になると鞭毛複製に伴って複製し，それぞれの

リゾプラストは分裂極として機能する。本研究では，オクロ

モナスの核分裂，特にリゾプラストの挙動について電子顕微

鏡と蛍光抗体法を用いて詳細に再調査した。核分裂中期には

核膜は崩壊し，複製した鞭毛基底小体からのリゾプラストが

核分裂極となり，紡錘体は樽型を呈した。抗チュープリン抗

体，抗セントリン抗体，抗ガンマーチュープリン抗体を用いた

蛍光抗体法による観察では，セントリン分子は鞭毛基底小体に

局在するのに対して，リゾプラストには微小管重合の機能を担

うガンマ.チュープリンが局在した。以上の結果から，様々な
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藻類においてリゾプラストとして形態学的に認識されてきた構

造物が，分類群において構成タンパク質が異なる可能性を示

した。('北大・北方フィールド， 2北大・院理・生物科学)

Tronchin， E.l.2. Samaai， T.3・Anderson，R. J.4・Bolton，J. J.l : 

円"ilophora(紅藻，テングサ科)属における海綿と海藻との関係

Enrico Tronchin， T. Samaai， R. J. Anderson and J. J. Bolton: 

Sponge-seaweed associations in spe氾iesof Ptilophora (Gelidiaceae， 

Rhodophyta) 

海藻Ptilophora属における海綿と海藻との関係はあまり

知られていないことから.Ptilophora属 17種の 94サンプ

ルを対象にこの現象の詳細について調べた。その結果. 2種

を除くすべての Ptilophoraの種で，表層からの不定枝の形

成が見られ. 13種に海綿の着生があることがわかった。偶

発的に海綿の着生が生じることから，海綿着生には種特異性

は存在しないことが示された。表面からの不定枝は，海綿の

着生がないときにもしばしば起こることから，海綿の着生に

よって表面からの不定枝の形成が誘導されているのではない

ことがわかった。ただし，不定枝が形成されていると海綿の

着生がよく見られることは，表面からの不定枝の存在と海

綿の侵入には何らかの関係があることを示唆している。表

層からの不定枝は藻類に着生した海綿を擁護しているよう

に考えられ，海綿はおそらく藻類によって提供されたそのよ

うな生育場所をうまく活用しているといえる。そのような

Ptilophoraの構造と海綿の着生が関係しているようである。

('Department of Botany， Univ. Cape Town， 3Council for 

Scientific and Industrial Research， 4Seaweed Research Unit， 

Marine and Coastal Management， 2Phycology Research 

Group， Univ. Ghent) 

斉藤憲治・村岡大祐:ワカメ属(褐藻，チガイソ科)のミ

トコンドリア大サブユニットリボゾーム DNA:構造的特性

と系統解析への有用性

Kenji Saitoh and Daisuke Muraoka: Undaria mitochondrial large 

subunit ribosomal DNA (Phaeophyceae. Alariaceae): Structural 

properties and use for phylogenetic analysis 

ワカメ属 2種のミトコンドリア 23Sリボゾーム DNAの

配列を決定し，他の褐藻類の配列と比較した。ワカメの 23S

rDNAは2707bpで， rRNA2次構造モデ、ルを当てはめると，

そのうち 1290-1292サイトがステム領域，残りがループ領

域であった。アオワカメではこの領域の長さは 2708-2709

bpで， 1290サイトがステム領域であった。今回調べたワカ

メ7個体からは 3タイプ，アオワカメ 4個体からは 2タイプ

の配列がみられた。最節約法でこれらの配列と褐藻類の既知

の配列について系統解析をしたところ，ワカメ属2種のそれ

ぞれは疑いなく単系統となった。これは rDNA配列情報が

褐藻類の種閉または種内レベルでの系統解析に有用で、あるこ

とを示唆する。配列の変異を系統樹上に最節約的に割り当て

たところ.423回変異が起きたと推定され，そのうち 165回
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はRNA2次梢造のステム領域にマップされた。(独法水研セ・

東北7l<liJf)

Millar， A. J. K.l • Payri， C. E.2 :南太平洋ニューカレドニア，

ラゴン・シュッド・ウエス卜における海産底性藻類の新記載

Alan 1. K. Millar and Clallde E. Payri: New recorcls of marine benthic 

algae frolll the Lagon Sucl-Ouest of N巴wCaleclonia， SOllth Paciffic 

南太平洋にあるフランス領ニューカレドニアの海産藻類の

フロ ーラを調査するプロジェクト の一環として，ヌメア地域

の調査が行われ，緑色植物門 l種，褐務植物綱(不等毛植物

門) 1種，紅色植物門 39種，計41極の未記載の大型藻が見

つかった。生物地理学的に興味深いところでは緑務Rhipilia

peniciLloides N'Yeurt et Keats (ニュ ーカレドニアの東方，

数 1000kmにあるフィジー諸島の固有種と記載されていた )

と褐 r~~ Cutleria moLlis Allencler et Kraft (もともとはロ ー

ド・ホーム 島から数 1000km南方の範囲で記載)が新 しく

記載されたことである。紅藻 Gloiophloeaarticulata Weber-

van Boss巴は，1928年にイン ド洋西部のマスカリン諸島で

記載されて以来はじめてニューカレドニア ・ヌメア地域の海

|挟で見つかった。広範囲で、記載されているインド洋悶有種

Corynomorpha prismaticα(J. Agarclh) 1. Agardhは，今回の

確認が最東端で、の報告例となる。DoのほLlαhawaiiensis(Doty 

et Wainwright) Womer叫巴yet Shepleyは太平洋中央官Il以外

での初めての記載となる。今回の調査は，これまでの信頼で

きるニュ ーカレ ドニ アにおける記載報告 と比較すると，全

種の総計 (377)が 12%増加する結果となった。CRoyal

Botanic Gardens Sydney， 2Laboratoire d'Ecologie Marine， 

Universite de Polynesie Francaise) 

山田式吸水紙乾燥装置 判明の古書庖で『本

田久内植物採集と標本製作法Jl (本多正次 ・久

内清孝共著，綜合科撃出版協曾)という 本を

みつけました。昭和 6年に定価 l円50銭で

出版さ れたものですが，植物の採集や標本に

関するこの手の指南書としては大変ユニークなことに，藻類も

しっかり取り上げています。l吸水紙を乾燥するための棚につい

ても I北海道帝国大挙理挙部植物事教室では，助教授山田幸男

氏の考案になる，右頁の寓異に示す様な乾燥装置を採用して居

る。其の構造は高さ 210cm， 11届180cm，奥行き 45cm位の木

の枠を貯へ， これを 4段に匝切り・・ ・(仁1:1111告)・・・償格は注

文して約 20闘位， 111田助教授が米国滞在中， 加州大型の脂葉

庫で海藻標本製作用のl股水紙を乾燥する装置を見て， これに改

良を施した物だといふ。J (38頁)などと l頁を割いて懇切丁寧

に紹介しており， 111田先生がし功当に苦心して標本をつくられた

かが偲ばれます。段ボール板を挿入して風乾することにより |吸

水紙と襟本を同時に乾燥できるようになった今日ではお目にか

かれない代物で，こんな時代物の大装置がどこかにあるならば，

なんとか実物を見てみたいものだなどと思いながら写真を眺め

ていたら Iああっ !J と思し h出しました。私も北大にいた頃，

まさにこの装置を使って吸水紙を乾燥しておりました。随分お

世話になったのに I脂葉用紙乾燥装置」という名があったとは

今日まで存じませんでした。北大総合博物館の阿部剛さん，も

し今も残っていま したら，是非とも歴史資料として保存してく

ださるよう， この場をお借りしておl加しミ申し上げ、ます。(編)

間
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渦鞭毛藻 Pyrocystislunula (Schi.itt) 

Schi.ittにおける表層微小管の免疫

蛍光染色像(撮影:関田諭子)
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